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はじめに
本稿は、体操教師であった矢島鐘二の最晩年期の
勤務先、私立東京光学青年学校における活動を明ら
かにすることを目的とした。青年学校は 1935（昭和
10）年、青年学校令の公布とともに、整備された中
等学校の補完校である。発足当初は、単独の校舎を
持ち独立した形態の学校はなく、公立の小学校に併
設された形の学校が大半であった。青年学校教師も
専門的な養成を経たものではなく、併設された小学
校教員が兼務した場合が多かった。この時期、中等
学校進学者を除く多くの小学校出身者は、企業の労
働力として地方から大都会へと送り込まれていた。
1939（昭和 14）年以降、それまでの公立の青年学校
に加え、私立青年学校の設置が認められるようにな
ると大都市圏を中心に数多くの青年学校が誕生し
た??。企業にとり、生産性の向上のため従業員の教育
は必要なことであり、この制度が積極的に利用され
ていった。
体育・スポーツ史分野では、この学校制度との関
わりを論じた研究は皆無の状況と言える。筆者は矢
島鐘二という体操指導者に着目し、その動向を明ら
かにすることを課題としてきた??。本稿では、矢島の
活動晩年期、校長として勤めることになる東京光学
青年学校の体育・教育活動を可能な限り、明らかに
したいと考える。
本研究で用いる資料
ここで用いる東京光学関係の主な資料は次に示す
ものである。
東京光学発刊雑誌「東光」
1939（昭和 14）年～1944（昭和 19）年
東京光学寮友会機関誌「かわらばん」
1999（平成 11）年～2000（平成 12年）発刊
東京光学機械編「東京光学五十年史」
1982（昭和 57）年発刊
（以上：株式会社トプコン所蔵：東京都板橋区）
「私立青年学校」昭和 14年（東京都公文書館所蔵）
矢島の青年学校就任について
矢島鐘二は、1939（昭和 14）年 1月に東京光学青
年学校校長に就任する。彼は、1935（昭和 10）年、
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秋田県の県立中等学校の職を辞し、同年 9月より、
北九州の若松市学務課長としての職にあった。青年
学校への転職の理由は明らかではないが、青年学校
発足にあたり、矢島の教育の実績から請われたであ
ろうことが推測される。東京光学機械株式会社は、
東京都板橋区にあった光学機器企業であり、1932（昭
和 7）年発足、その後、漸次、規模を拡大し、特に陸
軍省との関わりを強め、軍事産業として関連機器の
生産に関わっていった。東京光学青年学校の許認可
は 1939年 1月 26日であり、開校は同年 4月であっ
た??。青年学校は、当初、すでにあった実業補習学校
が改変された形で制度化されてゆくが、もっぱら企
業労働や農業労働の担い手を育成するという役割を
担う。特に大都市圏における企業にとって、労働力
確保は重要な課題であっただけに、その育成強化が
自力で可能となる私立の青年学校の許認可に寄せる
期待は大きかった。1939年の制度発足は、私立の青
年学校の数を飛躍的に伸ばしていった。東京光学の
青年学校もそのような経緯の中で誕生する。
体育・教育施設と活動の実際
⑴ 教育施設
東京光学青年学校は、工場隣接用地に、二階建校
舎、教員室、武道場等の教育施設、当初の敷地は 1,888
坪程であったが、加えて 640坪の広大な教練場兼運
動場も確保されていた。校舎は開校時の 1939年 4月
に出来上がり、生徒 142名、特別講習参加者 67名、
計 209名が初入学を果たす。その後 1944（昭和 19）
年までの入学者数（1939年 5月より技能者養成所：
3年制を併設）は、漸次増加の傾向にあった（表 1を
参照)??。
青年学校は普通科男子 5年、女子 3年の在学期間
であり、教育課程は、普通学科、修身及び公民科、
職業科、教練科（体操科）という内容から成り立っ
ていた。
各地から集められた生徒は、寄宿舎（寮）に入り、
そこで一切の教育を受け、隣接の工場に勤めながら
学校に通った。寄宿寮は、工場に近いものから、少
し離れた場所にあるものまで、大小様々であり、終
戦まで増改築が繰り返されたようである。校長矢島
は、この寄宿寮の寮長を兼ねて、生徒たちの日常生
活を見守った。1940（昭和 15）年の教員は、校長 1
名、専任教員 1名??、剣道、柔道、教練の外部指導者、
専門教科には、工場勤務の専門家たちが就任してい
る。教科書は学校から貸与された??。
昭和 14年度の「教育経緯梗概」には、次のことが
記されている。
設備として、「普通教室、製図教室、武徳殿、同更
衣室、同浴場、銃器室、校長室、教員室、小使室……
二千坪ノ大教練場」、教員組織では、「1専任教員 専
任校長ノ外専任教諭一名、2兼任教員○会社内部ヨ
リノ兼任教員ハ海軍造兵少尉理学博士山田幸五郎ヲ
始メ……○外部ヨリノ兼任教員モ正課武道担当ノ森
教諭（剣道七段）清水教諭（柔道六段）」??という内
容が確認できる。
「生徒学資ノ負担」では、「1会社側ニ於テ生徒一
人当リ負担 四十七円十四銭、2生徒負担一人当リ
五円五十銭」という記載があり、貸与品として、帽
章、教科書、製図用具、武道用具、さらに補助とし
て、他の教科書、制服、制帽等にかかる費用の半額
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表１ 東京光学青年学校入学生数の推移
東京光学青年学校（本科5年制）
昭和14年 4月15日 入学式 142名
4月19日 特別講習参加者 67名
計209名（ 1期生）
昭和15年 4月 309名
昭和16年 4月 380名
昭和17年 4月 540名
昭和18年 4月 530名 ＊ここまでの在籍数 1,968名
昭和19年 3月 第1回卒業生
（卒業生および新入生の数 不明）
技能者養成所（3年制）
昭和14年 5月 1日 開所式
昭和17年 第 1回修了生 47名
昭和18年 第 2回修了生 70名
昭和18年 9月 戦時特例修了期間短縮
第 3回修了生 ？
昭和19年 3月30日 同
第 4回修了生 421名
同 3月31日 同
第 5回修了生 438名ならびに
特別研究生 2年 修了者 10名
（養成修了者のうちとくに優秀な者を選んで 2カ年の特別教育
を実施）
「東京光学五十年史」（82～83頁）より作成
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を補助することが明記されている。また、「生徒出席
一時間ニ対シ六銭ノ該手当を給与」??が奨学手当て
として支給されていた。社長自らが教育指針を語り、
社員教育に直接関与する方針は、この青年学校への
期待がいかに大きかったがをうかがわせるものと
なっている。教育の内容に関しても会社内の優秀な
技術者が抜擢され、生徒達に直接関わった点も、企
業としての生産性の向上に直接つながったものと言
え、教育効果は大きかったと言えよう。この時期に
生徒として在籍した元技術者への聞き取り調査から
も、地方からの生徒の学力や勉学への志気は高かっ
たことをうかがうことができた??。
体育施設としては、運動場の他、武徳殿（剣道・
柔道場）が作られており、武道が熱心に行われてい
た。この施設は、入学式や卒業式などの式典にも利
用されていた。その他、寮内には、相撲の土俵、高
鉄棒（砂場）、卓球場（室内）、野球が出来る広場が
用意されていたようである。寮内に設けられたこれ
らの施設は、余暇時間に利用されていたと推測され
る（写真 1を参照）。
⑵ 体育活動
体育的な活動として特筆される事項として、「東京
光学体操」の実施があげられる。校長の矢島が体操
の専門家ということもあり、工場体操として、姿勢
の矯正や健康管理を目的に考案され、実施されてい
た。先の「教育経緯梗概」には、次のように記され
ていた。
「自校体操トシテ東京光学青年体操を編組ス 本
体操ハ校訓ニ基キテ編組シタル愛社体操愛校体操ナ
リ 之ヲ式日、会礼、教練時間ソノ他適当ナル機会
ニ於テ実施ス」???
「東京朝日新聞」（1939年 11月 17日）はこの時期
「青年学校異色版」として、東京の青年学校を特集
しており、東京光学青年学校も次のような見出しで、
体操の写真をともなって紹介されていた。
「青空を呑む運動 豪華な施設と温情
『プリズム運動』『対空観測運動』『天を衝く運動』
はては『日本海を乗つ切る運動』『青空を呑む運動』
等々……こんな『体操』を御存じですか？ 風変わ
りなこの体操は決して新奇を求めたものでなく生徒
に『素朴』と『張り』とを与えるために立案された
……純日本式青年体操です。」
「これは矢島校長の創案になり……殊に内蔵体操
ということに主眼を置き、教練の前後をはじめ式日、
運動会等で実施し同校の名物の一つとなっているも
の、例へば、『対空観測運動』といふのは写真の様に
手指で望遠鏡の形を作り胸を張り空を仰ぐ最も『光
学』向きな胸椎体操でこれによって猫背が矯正、防
止されるといふ、……」???（写真 2参照）
矢島にとって、かつての医療体操としてのス
ウェーデン体操の復活であったのか、知ることはで
きないが、戦時下にあって、体操家としてのせめて
もの働きであったことが推測される。矢島が体操と
は別に、教練を指導した足跡は、確認できなかった
が、恐らく別な指導者がいたものと推測される。
⑶ 教練
教育内容として、他の中等学校同様に青年学校に
おいても「教練科」が課されていた。東京光学の教
練の様子は「教育経緯梗概」に以下のように記載さ
れている。
「校訓実践ノ第一段」として、「教練ニ於テ養成セ
ル規律共同ノ精神」があげられ、昭和 15年 3月には、
第 1回目の教練の査察が実施されていた。これには
陸軍の関係者、社長をはじめ会社の主な役職者、全
職員が出席し、実施され、過分の講評を得たことが
記されている???。
青年学校において教練が重視された最大の理由
は、陸軍の兵力削減という軍事上の課題が大きく関
わっていたと言える。日露戦争後の軍縮の波は日本
においても直近の課題であり、余剰兵員たちの収監
が学校に期待された。青年学校の成立過程には、こ
の事情が大きく関わっており、その教育課程にも、
教練科が設定され、配属の将校たちが直接指導にあ
たった。同時に陸軍関係者の観閲を受けることが常
とされた???。東京光学の場合軍事関連企業というこ
ともあり、学校発足当時より、教練が重視されてい
た。
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写真１ 寮生活と体育的活動
（寮友会機関誌 寮友「かわらばん」別冊思い出の写真集より）
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青年学校長としての役割
青年学校の実際の教育に関して、基準となる教育
課程や配当時間などが決められてはいたが、実際の
運用に関しては、相当自由度があった模様である。
授業時間は、就業後の午後 5時から始まり、通常 2時
間の授業が行われていた。他の私立青年学校の事例
では、夕刻の時間帯に加え、就業前の朝の時間帯に
授業を行っていたことを許認可の申請書類を通して
知ることができる???。
校長としての矢島の立場は、直接は修身と体操を
担当したことが推測される。また、矢島は当初から
寮長（寮夫）を兼ねており、就職・上京してきた若
い工員の世話役を担っていたことがうかがえる。東
京光学へは、増産体制に伴い、多くの担い手が必要
とされ、特に関東甲信越地区から、多くの若者が就
職している。寮の増築が続き、終戦までに女子寮も
含め十数戸がつくられていた。青年学校は、1943（昭
和 18）年までには、2,000名程の在籍者数となってい
る。開校時の 5月には技能者養成所も開設され、さ
らに多くの工員達が学んでいたものと推測される。
したがって、関わった教員も暫時増えていったと推
測されるが、残念ながら、詳しい教員調書は残され
ていない。
会社が発刊する雑誌「東光」は青年学校が開設さ
れた 1939年 8月より発刊され、特に社員教育に力を
入れていたことがうかがえる。矢島は青年学校校長
と技能者養成所所長を兼ね、いくつかの記事を執筆
していた。この雑誌は 1944年 11月まで継続発刊さ
れた。矢島の執筆記事は、「無駄を省け」「二つの話」
「喜び」「体の健康」「新入社員の青年諸君に告ぐ」
「新入社員の青年諸君に告ぐ「再認識」」「床しき青
少年」といった論題であり、その内容は極めて、道
徳的なものであることが分かる。
雑誌「東光」からは、矢島が寮の様々な行事にも
熱心に関わっていたことを知ることが出来る。寮の
写真２ 東京光学体操
（寮友会機関誌 寮友「かわらばん」別冊思い出の写真集より）
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生活時間には、学習時間がとられており、地方から
上京した若者には、故郷の両親を想い、感謝の気持
ちをつづらせ、寮夫矢島の前で一人一人が、その文
章を読み上げるという時間が設けられていた。写真
3はその様子を写したものである。
前述したように、青年学校で用いる教科書は、会
社が編纂したものについては、会社からの貸与であ
り、その中に「工場道徳」（1940（昭和 15）年発刊）
もみることでできる。発行責任者は校長の矢島と
なっており、工場での労働に関する道徳的な振る舞
い、日常生活、人間関係、健康に関する内容等で構
成されており、矢島自身の執筆とみられる箇所も含
まれている。他の教科書類からは、専門科目、いわ
ゆる工場生産に直接関わる技術的な内容の学習が多
くを占めていたことをうかがうことができる（写真
4参照）。発足当初から次第に教員数も増えており、
企業の幹部や技術者達が青年学校の教員を兼ねてい
たことが分かる。
若い工場労働者達の生産意欲や規律を如何に保
ち、高めるかが、青年学校、ひいては矢島達、教師
に科せられていた課題であったことが推察される。
おわりに～教育制度の補完と体育問題～
本稿は東京光学青年学校における矢島鐘二の教育
活動を明らかにしようとしたものであった。以下の
ようにまとめることができる。
1)矢島の活動は、発足時の東京光学青年学校の整
備にとって、欠かせないものであったことが明ら
かとなった。特に戦時体制下にあって、経営者の
教育施設への重視は、矢島という人的配置があっ
てこそ、生かされた点と思われる。
2)校長としての足跡は、体育活動や寄宿舎での日
常生活に渡って確認された。雑誌「東光」の執筆
も矢島の生活信条の表明をみとめることができ
た。
3)体操教師ゆえの活動として「東京光学体操」の
考案・実施は特筆されよう。戦時体制下、身体の
鍛錬という目的に沿いながら、光学企業という会
社の特色を利用した内容は、独創的であり、教練
重視の傾向にとらわれない発想を読み取ることは
可能と思われる。寮での野球や卓球や相撲などの
活動実践などの許容も、その線上に位置づけるこ
とができる。
最後に、この時期の青年学校、特に私立の青年学
校の事例として、東京光学青年学校を読み解くこと
は本稿の意義と思われる。
ひとつは、青年学校制度の二重的な性格の確認で
ある。つまり、一般的な中等教育制度を補完する役
割を担わされた青年学校制度の中にあって、公立で
はない「私立」（私企業等）の青年学校の果たした教
育的な役割が確認できたことである。ふたつには、
この制度の端緒である実業補習学校と青年訓練所の
写真３ 矢島校長と寮生
（寮友会機関誌 寮友「かわらばん」別冊思い出の写真集より） 写真４ 東京光学編纂の教科書
（株式会社トプコン所蔵）
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統合の末に出来上がった青年学校制度には、戦時体
制下特有の軍事的性格が付与されていたという指摘
が確認できたことである。実際の教育課程の中で教
練科が重視された経緯は、この時期の余剰軍人の処
理策が重なっていたという事実を裏付けるものであ
ろう。
その意味で、矢島という体育教師（教育者）の校
長就任は、少ない例外的な事態であったことが指摘
できる。多くの私立青年学校の校長には、認可時に、
その学校を立ち上げた企業体の関係者（社長等）が
就任する場合が多かった。また、設置後、校長が軍
人（予備役を含め）に交代する事例が多いことから
も???、矢島という校長の存在は、彼の経歴から見て
も、異質であったと言える。ただし、この時期に大
都市圏で立ち上がった数多くの私立の青年学校の実
態は明らかにされておらず、東京光学の場合の検証
には、さらに多くの事例が明らかにされ、比較する
必要があると思われる。
残された課題
青年学校制度における体育（体操）の実施は変則
的な学習時間の制約のなかにあって、いかにして教
練重視の傾向に制度設計されていったのか、また、
矢島のそれまでの経歴を考えた時、彼の体操教育観
は、東京光学体操の発案・実施にどのような意味を
見い出し得たのか、残された課題である。
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